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議場見学
のご案内

　１１月２２日に八代市立千丁幼稚園の皆さん
が議場見学に来られました。
　八代市議会では、市民の皆さんに議会をよ
り身近に感じていただくため、議場見学を受
け付けています。お気軽に議会事務局までご
連絡ください。
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12月 定例会
11月25日（月） 本会議／開会
12月  3日（火）～ 6日（金）

本会議／質疑・一般質問
12月  9日（月） 令和２年７月豪雨に関する

特別委員会
　　 １0日（火） 企業誘致用地及び新八代

駅周辺整備に関する調査
特別委員会

12月11日（水） 経済企業委員会
文教福祉委員会

１2日（木） 建設環境委員会
総務委員会

17日（火） 本会議／討論・採決

条例議案８件、予算議案13件、人事議案３件、決算議案10件、その他13件を審議しました。
主な議案は、次のとおりです。

指定管理者の指定について

　公の施設の指定管理者を指定するため、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求める
もの

施設名 指定管理者となる団体 問合せ
八代市泉地域福祉センター
八代市泉憩いの家
八代市五家荘デイサービスセンター
八代市柿迫生きがいセンター

社会福祉法人八代市社会福祉協議会 健康福祉政策課
☎ 33-4003

八代市立図書館 TRC グループ共同企業体 生涯学習課
☎ 30-1110

やつしろハーモニーホール 一般社団法人八代弘済会 商工政策課
☎ 33-8513八代市こいこい広場 まちなか活性化協議会

八代市日奈久温泉センター
東湯 一般社団法人八代弘済会

観光振興課
☎ 33-4115

八代市広域交流地域振興施設
八代市松中信彦スポーツミュージアム 株式会社肥後畳表中央市場

八代市日奈久観光交流施設 一般社団法人ＤＭＯやつしろ
八代市産地形成促進施設
　東陽交流センター「せせらぎ」
八代市農林産物等直売施設「菜摘館」

株式会社東陽地区ふるさと公社

五家荘平家の里
緒方家
左座家
五家荘渓流キャンプ場
五家荘自然塾
梅の木轟公園管理施設

一般社団法人五家荘地域プロジェクト

条例制定・改正など ※主なものを抜粋して掲載
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八代市犯罪被害者等支援条例の
制定について

　犯罪被害者等基本法に基づき、犯罪被害者等の
支援に関し、基本理念を定め、市及び市民等の責
務を明らかにするとともに、犯罪被害者等の支援の
基本となる事項を定め、犯罪被害者等の支援を総
合的に推進することにより、犯罪被害者等の権利
利益の保護を図り、もって市民が安心して暮らすこ
とができる地域社会を実現することを目的として、
所要の条例を制定するもの（公布の日施行）
●基本施策
　・相談及び情報の提供等
　・経済的負担の軽減
　・保健医療サービス及び福祉サービスの提供
　・居住の安定
　・未成年者への配慮
　・市民等の理解の増進
　・民間支援団体の活動の促進
　・意見の反映　　

　　【人権政策課　☎ 30-1711 】

八代市一般職の職員の給与に
関する条例等の一部改正について

　人事院勧告に基づく一般職の国家公務員の給
与改定に準じ、一般職の職員の給料月額及び期末
勤勉手当の支給月数を改定するもの

（適用日：令和６年4月１日）
●一般職員
　初任給をはじめ若年層に重点を置いて給料表全
体を引上げ（平均３．０％）。一般職員及び特定幹部
職員の期末勤勉手当の年間支給月数を０．１０月分
引上げ。再任用職員の期末勤勉手当の年間支給月
数を０．０５月分引上げ。
●任期付職員
　特定任期付職員の給料表を一般職員との均衡
を基本に引上げ（平均改定率３．０％）。期末手当の
年間支給月数を０．０５月分引上げ。
●会計年度任用職員
　会計年度任用職員の給料表を一般職の職員と
の均衡を基本に引上げ。期末勤勉手当の年間支給
月数を０．１月分引上げ。

　　　【人事課　☎ 33-4102 】

八代市衛生処理センター条例の
廃止等について

　八代市衛生処理センターの稼働停止に伴い、
当該施設の設置・管理に関して定める条例を廃止
し、また、職員の特殊勤務手当を定める条例につい
て、当該施設に係る特別作業手当の削除を行うもの

（令和７年３月１５日施行）
　　【環境施設課　☎34-2001】

シルバーワークプラザ八代条例
の廃止について

　八代市シルバーワークプラザ八代の建物等を公
益社団法人八代市シルバー人材センターへ無償譲
渡することに伴い、当該施設の供用を廃止すること
から、その設置・管理に関する条例を廃止し、また、
附則において、八代市暴力団排除条例について、施
設供用制限の規定からシルバーワークプラザ八代
を削除するもの（令和７年４月１日施行）

　　【高齢者支援課　☎ 33-4436 】

八代市議会議員の議員報酬等に
関する条例の一部改正について

　人事院勧告に基づく特別職の国家公務員の給
与改定に準じ、市議会議員の期末手当の支給月数
を改定（年間支給月数を０．０５月分引上げ）するもの

（適用日：令和６年１２月１日）
　　　【人事課　☎ 33-4102 】

八代市長等の給与に関する条例
の一部改正について

　人事院勧告に基づく特別職の国家公務員の給
与改定に準じ、市長、副市長、教育長及び識見を有
する者の中から選任された常勤の監査委員の期末
手当の支給月数を改定（年間支給月数を０．０５月
分引上げ）するもの（適用日：令和６年１２月１日）

　　　　【人事課　☎ 33-4102 】
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令和6年奥能登豪雨支援事業（置き畳）
　　　　　　700万円

　令和6年奥能登豪雨により被災した石川県珠洲
市の要請に応じ、氷川町と連携し、また、八代地域
農業協同組合の協力を得て、特産品であるいぐさ
を活用した置き畳648枚を提供するもの

　　【農業振興課　☎ 33-8751 】

母子生活支援施設入所措置事業
　　　　　　699万円

　DV被害等にある母子が生活の自立を目指し入
所した母子生活支援施設に支弁する入所措置費
及び経済的な理由などにより、助産施設（指定医療
機関）で入院助産を受ける場合に支弁する入所措
置費について、施設の利用者数が当初の見込みを
上回り予算が不足するため補正するもの

　　【こども未来課　☎ 33-8721 】

いぐさ・畳表生産体制強化支援対策事業
　　　　　　598万円

　農業者や農業団体等が、機械化による省力化や
製品の品質向上を図り、いぐさ産地の生産体制の
強化に取り組むための機械導入等経費の一部（補
助率1/2以内）を補助するもの
●事業主体
　農業者6人
　（金剛校区4人、千丁校区1人、鏡校区1人）
●事業内容
　専用機械機能強化支援
　　畳表織機のオーバーホール、機能強化
　　（二本芯チキリ装置等）　計7台

　【農業振興課　☎ 33-8751 】

妊産婦健康支援事業
　　　　　　11万円

　遠方の分娩施設で出産予定の妊婦に対して、当
該施設までの移動にかかる交通費及び宿泊費を助
成するもの

　【健康推進課　☎ 33-5116 】

清掃センター解体事業
　　　　　　9,227万円

　八代市清掃センターにおいて、土壌調査を実施
したところ、基準を超えるヒ素が検出されたため、
土壌撤去及び処分にかかる費用を補正するもの

　　　【環境施設課　☎ 34-2001 】

民間建築物耐震化促進事業
　　　　　　453万円

　県が戸建て木造住宅耐震改修等緊急促進事業
を創設したことに伴い、住宅の耐震化を加速させる
ため、耐震改修等に要する経費の一部を補助する
もの

　　　【建築指導課　☎ 33-4750 】

バドミントンアジアジュニア
チャンピオンシップ誘致事業

　　　　　　240万円

　令和8年度に行われるバドミントンアジアジュニ
ア選手権の八代市開催について、合意が得られた
ことから、アジアバドミントン連盟との基本合意書
を取り交わす経費を補正するもの

　　　【スポーツ振興課　☎ 33-4164 】

予　算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※主なものを抜粋して掲載

　10月補正予算（専決分） 700万円
　12月補正予算 9億2,588万円
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令和６年 12 月定例会　質疑・一般質問一覧（通告順）

1 橋本　隆一　議員
（公明党）

１ 本市における障がい者虐待の現状及び課題と防止の取組について
２ 改正障害者差別解消法の趣旨を踏まえた本市における取組について
３ 児童虐待の現状及び児童虐待防止の取組と課題について
４ 本市の小・中・特別支援学校における人権教育について　

2 北園　武広　議員
（自由民主党 和）

１ 日奈久地域の観光振興について
２ 本市のふるさと納税事業について
３ スポーツによる地域活性化について
４ 日奈久地区における農地に対する塩水化対策等について

3 太田　広則　議員
（公明党）

１ 本市における教員の働き方改革の推進について
２ 本市における広告収入による自主財源の状況ついて
３ 本市における防犯カメラ設置に対する補助制度について

4 谷川  　登　議員
（自由民主党 礎）

１ 本市における防災訓練について
２ 本市におけるマイナンバーカードの取組状況及び運転免許証との一体化について
３ 本市におけるシカ・イノシシによる農林産物被害の状況及び対策について

5 野﨑　伸也　議員
（改革市民の会）

１ 第 50 回衆議院議員総選挙の総括について
２ 市有施設の予約開始日と利用条例及び施行規則の見直しについて
３ 八代市スポーツコミッションについて
４ アリーナ建設について

6 堀　　徹男　議員
（誠実）

１ 八代市通学路安全プログラムの取組状況について
２ 子どもたちの安心・安全な通学路の確保について
３ 清掃センター解体事業の現状について

7 堀口　　晃　議員
（保守系無所属）

１ 職員の先進地視察研修について
２ 薬物乱用防止の取組について

8 谷口　　徹　議員
（改革市民の会）

１ 本市のイ業振興に係る PR 活動について
２ 本市職員の任用制度及び人事管理について

9 中村　和美　議員
（自由民主党 和）

１ 母子生活支援施設入所措置事業について
２ 清掃センター解体事業について
３ 二見赤松町におけるくまさん安定型最終処分場整備事業について

10 山本　敬晃   議員
（有志の会）

１ 八代妙見祭の救護体制について
２ 本市における雇用促進対策について
３ 本市の教職員の働き方について
４ 本市の元海外流通アドバイザーの本市に関するユーチューブ動画について
５ 本市の不当要求及びハラスメントへの対応策について

11 木村　博幸　議員
（自由民主党 和）

１ 下水汚泥肥料実証試験事業について
２ 本市における住宅耐震化支援の拡充について
３ ゼロカーボンやつしろの取組について
４ 本市におけるこどもまんなか社会推進の取組及び八代市子ども会連合会の活動について

12 大倉　裕一　議員
 （改革市民の会）

１ 103 万円の壁に対する本市の認識について
２ 令和７年度当初予算編成方針について
３ 本市における令和７年３月卒業予定者の進路について
４ 本市の庁舎内で行われた物品販売の認識について

13 髙山　正夫　議員
（無所属 自由）

１ 県営工業団地について
２ 景観重点地区に指定された妙見宮周辺地区における景観形成について
３ 都市計画道路西片西宮線整備の進捗状況及び完成時期について

14 橋本 徳一郎　議員
（日本共産党）

１ 二見地区における安定型最終処分場整備事業について
２ 旧八代市厚生会館住民投票について
３ 本市の国民健康保険税について
４ 県南における周産期医療提供体制について

15 古嶋　津義　議員
（自由民主党 和）

１ 2024 やつしろ防災・119 フェスタについて
２ 本市の自衛官募集事務事業について
３ 企業版ふるさと納税について　

16 橋本　貴喜　議員
（自由民主党 絆）

１ 本市のイ業に関する施策について
２ 鏡まちづくり協議会における子ども未来塾について
３ 本市の未来を切り拓く政策について

17 中山 諭扶哉　議員
（保守系無所属）

１ 本市の公認キャラクターについて
２ 日奈久港のしゅんせつについて
３ 日奈久配水池について
４ 物品販売・カンパ活動について　
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必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
元
農
家
や
農
業
用
水
を
管
理
す
る
八

代
平
野
南
部
土
地
改
良
区
等
と
基
盤
整
備
事
業
の
実
施

に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

　

な
お
、
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
受
益
者
負
担
も

発
生
す
る
た
め
、
地
元
農
家
と
の
合
意
形
成
な
ど
地
元

の
皆
さ
ま
の
理
解
、
協
力
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
地
下
水
調
査
や
情
報
共
有
を
行
う
た
め
に
実

施
し
た
検
討
会
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
、
地
下

水
調
査
の
観
測
地
点
を
増
や
す
こ
と
も
検
討
す
る
。

◆
本
市
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
制

度
に
つ
い
て

問  

本
市
の
防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
住
民
や

自
治
体
が
協
力
し
て
行
う
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、
ま

す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
最
近
の
犯
罪
や
不
審
者
情
報
メ
ー
ル
の
多
さ

か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
数
は
、
市
内
の
通
学
路
を

含
め
、
と
て
も
少
な
い
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
県
内
他
の
自
治
体
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費
用
に

補
助
制
度
を
設
け
て
、
安
全
・
安
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
在
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
に
対
す

る
所
見
と
、
補
助
制
度
の
創
設
に
向
け
た
市
長
の
考
え

を
伺
う
。

答　
総
務
企
画
部
長
・
市
長

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
に
対
す
る
抑
止
力
の
向
上
や

警
察
捜
査
の
事
件
、
事
故
等
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る

な
ど
、
そ
の
有
益
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
守
る
と
と
も
に
、

市
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
の
た
め
日
々
活
動
す
る
警

察
や
地
域
団
体
等
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
上
で
も
、
設
置
数
は
多
い
方
が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
第
２
次
八
代
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
と
し

て
「
安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の
実
現

に
向
け
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
防
犯
体
制
の
充
実

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
補
助
制
度
を
創
設
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

橋本　隆一

一般質問
動画配信

北園　武広

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

太田　広則
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◆
本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
組
状
況

及
び
運
転
免
許
証
と
の
一
体
化
に
つ
い
て

問  

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
、
現
行
の
健
康
保
険
証

は
新
た
に
発
行
さ
れ
な
く
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
一
体
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
手
続
き
に
訪
れ

る
市
民
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
課
で
は
令

和
７
年
２
月
中
旬
ま
で
、
臨
時
窓
口
を
開
設
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
障
が
い
等
に
よ
り
窓
口
ま
で
来
ら
れ
な
い
方

に
は
、
自
宅
や
病
院
で
の
出
張
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
目
的
や
利
便
性
、

及
び
運
転
免
許
証
と
一
体
化
し
た
「
マ
イ
ナ
免
許
証
」

の
内
容
に
つ
い
て
、
市
民
環
境
部
長
に
伺
う
。

答　
市
民
環
境
部
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
り
、
国
民
の
利
便
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
社
会
基
盤
と
し
て
導
入
さ
れ
た
制

度
で
あ
る
。

　

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
の
利
用
、

児
童
手
当
申
請
や
要
介
護
・
要
支
援
認
定
申
請
、
転
出

届
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
え
る
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に

設
置
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
各
種
証
明
書
を
窓
口
よ
り

安
く
取
得
で
き
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
と
一
体
化
さ

れ
る
な
ど
、
日
常
生
活
の
中
で
利
用
で
き
る
場
面
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
３
月
か
ら
は
運
転
免
許
証
と
一
体
化
さ
れ

る
が
、
住
所
変
更
等
の
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や

免
許
更
新
手
数
料
等
の
安
さ
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

◆
ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ
い
て

　
問  

熊
本
県
主
催
の
「
公
民
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
整
備
に
関
す
る
検
討
会
議
」
に
お
け
る
、
本
市
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
と
、
県
に
求
め
る
具
体
的

な
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
同
会
議
で
の
桜
十
字
グ
ル
ー
プ
の
ア
リ
ー
ナ

建
設
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
と
所
見
に
つ
い

て
伺
う
。

　

併
せ
て
、
市
長
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
に
つ
い
て
の
思
い

や
考
え
を
伺
う
。

答　
総
務
企
画
部
長
・
市
長

　

検
討
会
議
で
は
、
新
八
代
駅
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
優

位
性
や
５
０
０
０
席
以
上
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
、
整
備
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
等
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
県
に
対
し
て
は
、
財
政
面
を

は
じ
め
、
事
業
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
実
施
に
向
け
た
支

援
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　

桜
十
字
グ
ル
ー
プ
が
示
さ
れ
た
構
想
は
、
県
が
主
体

と
な
っ
て
、
県
立
総
合
体
育
館
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
り
建
て

替
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
独
自
の
考
え
を
示
さ
れ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

大
規
模
集
客
施
設
の
整
備
は
、
県
南
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
な
ど
、
本
県
の
均
衡
あ
る
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
で
あ
り
、
ま
ず
は
予
定
ど
お
り
２
カ
年
か
け
て
基
本

計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
く
。

◆
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

問　
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
に
伴
う
土
壌
検
査

に
お
い
て
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く
８
項
目
で
は
、

敷
地
内
調
査
地
点
45
カ
所
の
う
ち
３
カ
所
の
土
壌
か
ら

基
準
値
０
・
01
㎎
／
Ｌ
を
わ
ず
か
に
超
え
る
ヒ
素
の
み

が
検
出
さ
れ
た
。
土
は
適
切
に
撤
去
・
処
分
さ
れ
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
近
隣
の
地
下
水
へ
の
影
響
を
懸
念
し

て
い
る
。

　

麦
島
小
学
校
、
第
三
中
学
校
等
、
ま
た
、
新
設
予
定

の
新
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
地
下
水
の

水
質
検
査
の
状
況
並
び
に
市
民
個
人
で
水
質
検
査
を
行

う
場
合
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
市
民
環
境
部
長

　

近
隣
の
地
下
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
麦
島
小
学

校
、
第
三
中
学
校
及
び
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
飲

用
井
戸
で
地
下
水
の
水
質
検
査
を
実
施
し
た
結
果
、
ヒ

素
は
検
出
さ
れ
ず
、
そ
の
他
の
項
目
も
全
て
基
準
値
以

下
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
地
下
水

へ
の
影
響
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
設
予
定
の
新
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
を
実
施
し
、
水
質
を
確

認
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
個
人
で
水
質
検
査
を
す
る
場
合
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
指
定
物
質
の
水
質
検
査
１
項
目
に
つ
き

１
０
０
０
円
、
補
助
回
数
は
１
つ
の
井
戸
に
つ
き
年
２

回
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
環
境
課
で
対

応
し
て
い
る
。

野﨑　伸也

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

堀　 徹男

谷川　 登

一般質問
動画配信
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◆
薬
物
乱
用
防
止
の
取
組
に
つ
い
て

問  

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、薬
物
乱
用
は
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
大
麻
事

犯
に
お
け
る
検
挙
者
数
は
過
去
最
多
を
更
新
し
て
お
り
、

特
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
若
年
層
の
検
挙
者
が
全

体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
た
本
市
の
取
組
と
し
て
、
警

察
や
学
校
、
市
政
協
力
員
な
ど
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
り
連
携
し
た
取
組
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

庁
舎
内
に
統
括
す
る
部
署
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
本

市
の
見
解
を
問
う
。

答　
健
康
福
祉
部
長

　

薬
物
乱
用
に
は
、
市
販
薬
や
処
方
薬
な
ど
の
過
剰
摂

取
も
含
ま
れ
、
薬
物
を
や
め
ら
れ
な
い
状
態
に
な
る
薬

物
依
存
症
が
、
健
全
な
生
活
を
送
る
上
で
大
き
な
支
障

と
な
っ
て
い
る
。

　

薬
物
乱
用
防
止
に
は
、
市
民
に
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
効
果
的
・
効
率
的
な
広
報
や
啓
発
活
動

が
不
可
欠
で
あ
り
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い
相
談
窓
口

や
問
い
合
わ
せ
先
と
す
る
た
め
に
、
窓
口
の
一
元
化
や

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
健
康
推
進
課
が
本
市
の
窓
口
と
な
り
、

関
係
部
署
は
も
と
よ
り
、
県
と
連
携
協
力
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
啓
発
活
動
や
、

相
談
内
容
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

◆
本
市
の
イ
業
振
興
に
係
る
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て

　
問  

「
熊
本
県
い
ぐ
さ
・
畳
表
活
性
化
連
絡
協
議
会
」
と

「
八
代
産
畳
表
認
知
向
上
・
需
要
拡
大
推
進
協
議
会
」
は
、

と
も
に
イ
業
振
興
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　

前
者
は
予
算
が
少
な
い
も
の
の
小
ま
め
で
実
直
な
活

動
、
後
者
は
予
算
が
多
く
華
々
し
い
広
報
活
動
、
と
の

印
象
を
受
け
る
。

　

そ
こ
で
、
両
協
議
会
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る

か
を
、
農
林
水
産
部
長
に
問
う
。

　

ま
た
、
市
長
に
は
両
協
議
会
の
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
農
林
水
産
部
長
・
市
長

　

熊
本
県
い
ぐ
さ
・
畳
表
活
性
化
連
絡
協
議
会
は
、
生

産
者
の
視
点
に
立
ち
、
産
地
を
守
り
活
性
化
さ
せ
る
取

組
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
八
代
産
畳
表
認
知
向
上
・

需
要
拡
大
推
進
協
議
会
は
、
消
費
者
の
視
点
に
立
ち
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
方
法
で
畳
表
の
認
知
度
向
上
・
需
要

拡
大
を
図
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　
い
わ
ば
、「
守
り
」
と
「
攻
め
」
を
し
っ
か
り
行
う
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
両
協
議
会
と
も
に
必
要
と
評
価

し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
、
両
協
議
会
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性

を
生
か
し
な
が
ら
、
両
輪
と
な
っ
て
、
イ
グ
サ
・
畳
表

の
産
地
振
興
と
イ
産
業
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◆
母
子
生
活
支
援
施
設
入
所
措
置
事
業
に
つ
い
て

問  

近
年
、
マ
ス
コ
ミ
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
Ｄ
Ⅴ
被

害
者
が
後
を
絶
た
な
い
。

　

Ｄ
Ⅴ
被
害
等
に
あ
る
母
子
の
安
全
と
生
活
の
自
立
を

目
指
し
入
所
す
る
、
母
子
生
活
支
援
施
設
の
入
所
状
況
、

及
び
出
産
時
に
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
入
院
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
妊
産
婦
が
入
所
し
、
助
産
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
助
産
施
設
の
利
用
状
況
を
問
う
。

　
ま
た
、
両
施
設
を
担
当
す
る
市
の
相
談
窓
口
を
問
う
。

答　
健
康
福
祉
部
長

　

母
子
生
活
支
援
施
設
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
抱
え
、

保
護
が
必
要
な
母
子
を
入
所
さ
せ
て
、
自
立
に
向
け
生

活
を
支
援
す
る
施
設
で
、
令
和
６
年
11
月
末
時
点
で
３

世
帯
８
人
が
入
所
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
助
産
施
設
は
、
保
健
上
必
要
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
出
産
時
に
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
入
院

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
産
婦
が
入
所
し
、
助
産
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
、
本
年
度
は
３
人
の
利
用

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
女
性
や
妊
産

婦
等
の
相
談
に
対
し
て
は
、
市
民
相
談
室
の
女
性
相
談

支
援
員
や
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
が
支
援
機
関
等
と
連

携
を
図
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
早
期
に
適
切
な
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

一般質問
動画配信

中村 和美

谷口　 徹

一般質問
動画配信

堀口　晃

一般質問
動画配信



やつしろ市議会だより第78号9

◆
本
市
の
元
海
外
流
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
本
市
に
関
す

る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
に
つ
い
て

問  

本
市
の
元
海
外
流
通
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
本
市
議
会

へ
提
出
し
た
陳
情
書
は
、
そ
の
内
容
に
企
業
名
が
含
ま

れ
、
名
誉
棄
損
に
な
り
か
ね
な
い
と
し
て
議
長
預
か
り

と
な
っ
た
。

　

同
氏
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
は
、
本
市
議
会
は
も
と

よ
り
、八
代
市
政
の
疑
惑
や
不
正
に
関
す
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
、
本
名
等
も
公
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く

の
市
民
か
ら
信
用
で
き
る
内
容
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
と
本
議
員
は
考
え
る
。

　

市
長
と
し
て
無
視
で
き
な
い
内
容
だ
と
思
う
が
、
こ

の
動
画
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答　
市
長

　

配
信
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
内
容
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン

ト
は
差
し
控
え
る
。

　

私
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
市
職
員
は
、
日
頃
よ
り
市

民
の
方
々
か
ら
、
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
動
は

厳
に
慎
む
と
と
も
に
、
公
正
な
職
務
の
遂
行
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
今

後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
職
員
に
対
し
、
意
識
づ
け
を
行

い
、
徹
底
を
図
る
。

　

議
員
各
位
に
お
か
れ
て
も
、
職
員
が
市
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
職
務
に
専
念
で
き
る
職
場
環
境
と
な
る

よ
う
、
な
お
一
層
の
理
解
を
お
願
い
す
る
。

◆
本
市
に
お
け
る
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
推
進
の
取
組

及
び
八
代
市
子
ど
も
会
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

　
問  

こ
ど
も
家
庭
庁
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
を
、

熊
本
県
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
熊
本
」
を
掲
げ
、
全
て

の
こ
ど
も
・
若
者
、
子
育
て
当
事
者
の
視
点
等
で
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
と
そ
の
取
組
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

国
・
県
は
既
に
推
進
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ

う
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
社
会
教
育
団
体
で
あ
る
子
ど
も
会
で
は
、
少

子
化
の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と

聞
き
及
ん
で
い
る
。
八
代
市
子
ど
も
会
連
合
会
の
概
要

と
活
動
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
健
康
福
祉
部
長
・
教
育
部
長

　

現
在
、
本
市
で
は
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現

に
向
け
、
こ
ど
も
・
若
者
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る

「
八
代
市
こ
ど
も
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
若
者

へ
の
相
談
支
援
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
体
制
の

整
備
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
な
ど
の
新
た
な
取
組

を
行
う
。

　

ま
た
、
八
代
市
子
ど
も
会
連
合
会
は
、
各
地
域
の
子

ど
も
会
活
動
の
充
実
と
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
、

子
ど
も
た
ち
と
指
導
者
等
が
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
組
織

で
あ
る
。

　

現
在
は
千
丁
・
鏡
地
域
の
み
で
活
動
し
て
お
り
、
球

技
大
会
や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
、
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
が

行
わ
れ
て
い
る
。

◆
令
和
７
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

問  

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
が
、
家
計
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
男
女
５
０
０
０
人
に
行
っ
て
い
る
。
こ
の

調
査
結
果
か
ら
、
月
の
生
活
費
が
２
０
２
３
年
か
ら

８
９
５
５
円
増
加
。
食
費
を
中
心
に
物
価
高
の
影
響
が

続
く
中
、
２
万
２
８
２
５
円
増
だ
っ
た
前
年
調
査
か
ら

上
げ
幅
は
縮
小
し
た
。
こ
の
う
ち
、
増
額
や
節
約
し
た

費
目
を
複
数
回
答
で
尋
ね
る
と
、
食
費
が
88
％
に
の
ぼ

り
、
次
い
で
電
気
代
が
71
％
だ
っ
た
。

　

本
市
に
お
け
る
物
価
高
騰
の
認
識
と
、
当
初
予
算
編

成
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
物
価
高
騰
へ
の
本
市
の
対
応

の
考
え
を
伺
う
。

答　
財
務
部
長

　

物
価
高
騰
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
値
上
げ
の
動
き
が
長
期
化
し
、
本
市
に
も
大
き
く

影
響
が
及
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
に
よ
る
経
済
対
策
に
あ
わ

せ
、
国
・
県
交
付
金
を
活
用
し
、
低
所
得
者
世
帯
に
対

し
て
給
付
金
に
よ
る
支
援
を
行
う
ほ
か
、
市
民
等
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
燃
油
価
格
高
騰
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
な
ど
、
補
正
予
算
措
置
を
適

宜
実
施
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
き
た
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
新
た
な
経
済
対
策
が
議
論
さ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
財
源
の
確
保
に

努
め
、
市
民
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
る
、
よ
り
効
果
の

あ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
く
。

木村　博幸

一般質問
動画配信

大倉　裕一

一般質問
動画配信

山本　敬晃

一般質問
動画配信
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◆
県
営
工
業
団
地
に
つ
い
て

問　
平
成
30
年
議
員
１
期
目
か
ら
、
企
業
誘
致
関
連
に

つ
い
て
幾
度
も
質
問
し
て
き
た
。
企
業
誘
致
を
一
番
の

政
治
課
題
に
し
て
い
る
中
、
令
和
６
年
10
月
９
日
に
県

知
事
か
ら
朗
報
が
舞
い
込
ん
だ
。
本
市
龍
峯
地
区
へ
の

県
営
の
新
工
業
団
地
整
備
で
あ
る
。
県
南
浮
揚
の
た
め

大
変
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
当
地
に
決
定
さ
れ
た
理
由
、
現
在
の
状
況

及
び
進
出
さ
れ
た
場
合
の
企
業
へ
の
取
水
・
排
水
関
係

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
経
済
文
化
交
流

部
長
に
伺
う
。

　

ま
た
、
整
備
に
対
す
る
所
見
と
、
ど
の
よ
う
な
企
業

進
出
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
市
長
に
伺
う
。

答　
経
済
文
化
交
流
部
長
・
市
長

　

整
備
地
の
決
定
は
、
本
市
の
適
地
調
査
を
参
考
に
、

県
独
自
の
検
討
を
加
え
決
定
さ
れ
た
。
第
２
回
地
権
者

説
明
会
が
12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
。
取
水
は
地
下
水
、

排
水
は
入
居
企
業
が
浄
化
後
、
河
川
へ
の
放
流
を
想
定

し
て
お
り
、
令
和
10
年
度
に
分
譲
開
始
予
定
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
の
経
済
効
果
を
県
南
地
域
全
体
に
波

及
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
長
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
そ
の
中
核
と
な
る
工
業
団
地
の
一
日
も

早
い
整
備
実
現
を
進
め
る
。

　

企
業
誘
致
は
、
半
導
体
関
連
企
業
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
第
３

工
場
な
ど
、
国
内
外
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除

す
る
こ
と
な
く
、
県
と
連
携
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

◆
二
見
地
区
に
お
け
る
安
定
型
最
終
処
分
場
整
備
事
業

に
つ
い
て

問　
11
月
の
当
該
施
設
の
公
聴
会
で
は
、
20
人
す
べ
て

の
公
述
人
か
ら
、
将
来
に
わ
た
る
居
住
の
た
め
に
絶
対

反
対
、
と
の
意
思
表
明
が
な
さ
れ
た
。

　

全
国
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
地
下
水
汚
染
等
が
発

生
し
て
い
る
。
水
俣
市
の
反
対
運
動
で
は
市
長
交
代
が

起
き
、
断
固
拒
否
の
市
民
意
見
を
全
面
的
に
反
映
し
た

市
長
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
本
市
で
も
、
市
民
に
寄
り

添
う
徹
底
拒
否
の
姿
勢
を
市
長
に
求
め
る
。

　

本
市
が
提
出
し
た
市
長
意
見
の
内
容
と
、
環
境
影
響

評
価
「
準
備
書
」
公
表
以
降
の
、
市
と
市
民
の
関
わ
り

に
つ
い
て
問
う
。

答　
市
民
環
境
部
長

　

市
長
意
見
の
内
容
は
、
公
聴
会
や
審
査
会
の
意
見
等

も
踏
ま
え
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
遮
水
シ
ー
ト
等

の
設
置
の
検
討
、
展
開
検
査
の
順
守
及
び
当
該
検
査
の

第
三
者
に
よ
る
監
視
の
検
討
、
排
出
水
や
地
下
水
質
の

調
査
回
数
を
増
や
す
検
討
な
ど
、
10
項
目
に
わ
た
る
。

　

本
事
業
に
対
す
る
今
後
の
市
と
市
民
の
関
わ
り
は
、

事
業
者
が
熊
本
県
に
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
許
可
を

申
請
し
た
場
合
、
県
は
生
活
環
境
の
保
全
上
関
係
が
あ

る
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
当
該
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
に
関

し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
生
活
環
境
の
保
全
上
の

見
地
か
ら
の
意
見
を
県
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

◆
本
市
の
自
衛
官
募
集
事
務
事
業
に
つ
い
て

問　
自
衛
官
募
集
事
務
に
つ
い
て
は
、
自
衛
隊
法
第
97

条
に
お
い
て
市
町
村
の
法
定
受
託
事
務
と
定
め
て
あ
り
、

本
市
で
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
第
１
２
０
条
に
基
づ
く

防
衛
大
臣
か
ら
の
資
料
提
供
依
頼
に
応
じ
て
、
自
衛
官

及
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集
の
た
め
に
必
要
な
住
民
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。

　

自
衛
官
の
採
用
率
は
下
落
傾
向
に
あ
る
と
伺
っ
て
い

る
が
、
募
集
活
動
の
支
援
状
況
、
募
集
相
談
員
の
状
況
、

採
用
率
減
少
の
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
総
務
企
画
部
長

　

自
衛
官
の
募
集
事
務
に
係
る
支
援
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
自
衛
官
と
い
う
職
種
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
大
型
商
業
施
設
や
防
災
フ
ェ
ス
タ
を
活
用

し
、
チ
ラ
シ
や
グ
ッ
ズ
の
配
布
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

自
衛
隊
車
両
や
装
備
の
展
示
な
ど
啓
発
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
自
衛
隊
家
族
会
と
共
催
で
入
隊
予
定
者
等
の

壮
行
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

　

募
集
相
談
員
は
、
15
人
の
市
民
に
委
嘱
し
、
啓
発
活

動
や
志
願
者
等
へ
情
報
の
提
供
な
ど
を
実
施
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

採
用
率
減
少
の
要
因
と
し
て
、
防
衛
省
は
、
採
用
適

齢
人
口
の
減
少
や
高
校
・
大
学
等
の
新
卒
者
の
求
人
倍

率
の
向
上
に
よ
る
民
間
企
業
等
の
職
種
の
選
択
肢
の
増

加
が
考
え
ら
れ
る
と
の
見
解
で
あ
る
。

橋本 徳一郎

一般質問
動画配信

髙山　正夫

一般質問
動画配信

古嶋　津義

一般質問
動画配信
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◆
本
市
の
イ
業
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

問　
八
代
市
議
会
い
業
振
興
議
員
連
盟
で
県
内
住
宅

メ
ー
カ
ー
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
28
社
訪

問
し
、
17
社
よ
り
回
答
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
結
果
、
県
内
新
築
戸
建
住
宅
の
う
ち
、
畳
の
あ
る
家

は
約
35
％
で
あ
っ
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
執

行
部
と
共
有
し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
今
後
の
施
策
に
対
す

る
取
組
は
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
農
林
水
産
部
長
に

伺
う
。

答　
農
林
水
産
部
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
新
築
住
宅
で
は
畳
の
な
い

家
が
約
65
％
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
畳
の
あ
る
部
屋
を
採

用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
実
際
に
消
費
者
へ
畳
の
提
案
を
行
う
住
宅

メ
ー
カ
ー
や
建
築
士
な
ど
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に
向

け
、
関
係
機
関
等
と
検
討
し
て
い
く
。

　

中
国
産
畳
表
は
共
同
住
宅
や
畳
表
の
張
替
え
の
際
に

使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
畳

表
張
替
え
の
際
に
県
産
畳
表
を
選
ん
で
も
ら
う
取
組
が

必
要
で
あ
る
。
畳
表
の
張
替
え
は
、
消
費
者
と
接
す
る

畳
店
が
主
要
な
役
割
を
果
た
す
た
め
、
県
産
畳
表
を
消

費
者
へ
提
供
で
き
る
畳
店
を
増
や
す
取
組
を
継
続
、
強

化
し
て
い
く
。

◆
本
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

問　
ゆ
る
バ
ー
ス
２
０
２
４
に
お
い
て
、
日
奈
久
温
泉

公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
く
ワ
ン
」
が
見
事
、
グ
ラ
ン

プ
リ
を
獲
得
し
、
熊
本
県
勢
と
し
て
は
く
ま
モ
ン
以
来

13
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
本
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
認
定
さ

れ
た
と
聞
く
。
そ
の
認
定
さ
れ
た
経
緯
及
び
公
認
の
定

義
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
認
定
の
条
件
や
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
本
市

の
計
画
を
問
う
。

答　
市
長
公
室
長

　

一
般
的
な
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
定
義
は
、
民
間
が

製
作
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
そ
の
活
動
を
自
治
体
が
公

に
認
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
６
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
、
ゆ
る
バ
ー
ス

２
０
２
４
に
お
い
て
、
ち
く
ワ
ン
が
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
た
こ
と
か
ら
、
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
認
定
に
つ

い
て
制
度
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

認
定
の
基
準
と
し
て
は
、
市
の
魅
力
発
信
及
び
知
名

度
向
上
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
、
幅
広
い
年
齢
層
に
親

し
ま
れ
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
取

組
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
ち
く
ワ
ン
を
活
用
で

き
る
よ
う
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

一般質問
動画配信

橋本　貴喜

中山 諭扶哉

一般質問
動画配信

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す

本
会
議
の
傍
聴

　　

傍
聴
席
は
、
一
般
席
、

車
椅
子
席
、
親
子
席
が
設

け
て
あ
り
ま
す
。

　

本
会
議
当
日
、
受
付

（
傍
聴
券
に
記
入
ま
た
は

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
よ
る
電
子

受
付
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。

団
体
で
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
事
前
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。 

　

本
会
議
の
日
程
は
、
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

議
会
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

本
会
議
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

八
代
市
議
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　

市
議
会
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
・
議
会
日
程

　
・
市
議
会
だ
よ
り

　
・
議
会
コ
ラ
ム

　
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継

　
・
会
議
録

　
・
政
務
活
動
費

市議会ホームページ
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計
補
正
予
算
・
第
２
号

の
５
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
１
４
０
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
10
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の
報

告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
５
号
・
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
６
号
・
八
代
市
こ
い
こ
い
広
場
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
７
号
・
八
代
市
日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
、

東
湯
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
８
号
・
八
代
市
広
域
交
流
地
域
振
興
施
設
、

八
代
市
松
中
信
彦
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
９
号
・
八
代
市
日
奈
久
観
光
交
流
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
０
号
・
八
代
市
産
地
形
成
促
進
施
設
東
陽

交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
、
八
代
市
農
林
産
物
等

直
売
施
設
「
菜
摘
館
」
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

・
議
案
第
１
５
１
号
・
五
家
荘
平
家
の
里
、
緒
方
家
、
左

座
家
、
五
家
荘
渓
流
キ
ャ
ン
プ
場
、
五
家
荘
自
然
塾
、

梅
の
木
轟
公
園
管
理
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

の
８
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
１
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
１
３
３
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
11
号
（
関
係
分
）

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

経
済
企
業

経
済
企
業
委
員
会

委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
５
件
及
び
事
件
８
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
１
３
３
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
11
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
３
７
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
１
３
８
号
・
令
６
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
１
５
７
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
12
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
６
１
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会

〉〉〉
〉〉〉
委
員
長
報
告

委
員
長
報
告
〈〈〈〈〈〈

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

文
教
福
祉
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
８
件
、
条
例
案
１
件
及
び
事

件
３
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
１
３
３
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
11
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
３
４
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
２
号

・
議
案
第
１
３
５
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
２
号

・
議
案
第
１
３
６
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
１
５
６
号
・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
八
代
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
７
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
12
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
５
８
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
３
号

・
議
案
第
１
５
９
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
１
６
０
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
３
号

の
９
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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次
に

・
議
案
第
１
４
２
号
・
八
代
市
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

八
代
の
建
物
等
に
係
る
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
３
号
・
八
代
市
泉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

八
代
市
泉
憩
い
の
家
、
八
代
市
五
家
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
八
代
市
柿
迫
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
４
号
・
八
代
市
立
図
書
館
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

の
３
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
４
件
、
条
例
案
２
件
及
び
事

件
１
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
１
３
３
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
11
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
３
９
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
１
５
４
号
・
八
代
市
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
条
例

の
廃
止
等
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
５
号
・
八
代
市
道
路
占
用
料
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
７
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
12
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
６
２
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
・
第
２
号

の
６
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
１
６
３
号
・
八
代
市
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー
解
体

工
事
に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
可
決
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
２
件
、
条
例
案
４
件
及
び
事

件
２
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
１
３
３
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
11
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
５
２
号
・
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
３
号
・
八
代
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
５
７
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
12
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
１
６
５
号
・
八
代
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
６
６
号
・
八
代
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
６
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
１
４
０
号
・
令
和
６
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補

正
予
算
・
第
10
号
（
関
係
分
）
に
係
る
専
決
処
分
の
報

告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
４
１
号
・
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

の
２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
条
例
案
１
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
議
案
第
１
６
４
号
・
八
代
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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議員提出決議案・動議
　令和６年 12 月定例会において、下記４件の決議案及び動議が提出されました。

≪副議長不信任決議案・副議長信任動議≫
●八代市議会副議長金子昌平君に対する不信任決議案について・・・野﨑伸也議員他６名から提出
●副議長信任動議について・・・橋本幸一議員他 12 名から提出
　11 月 22 日、金子副議長に対し、議会の代表として、市民全体の奉仕者として、人格と倫理の向上に努

めなければならない立場でありながら、八代市政治倫理条例第 3 条に定める政治倫理基準を遵守していない

ことが明らかになり、副議長として市民の信託を裏切るばかりでなく、本市議会の信用を大きく失墜させる

行為を行っているとの理由から不信任決議案が提出されました。

　これを受け、12 月定例会初日（11 月 25 日）の本会議において、副議長として信任するに値する人柄で

あるとして、副議長信任動議が提出されました。

　本２件については、対象議員がいずれも金子副議長であることから、一括議題とすることが決定され、会

議規則第 18 条の規程により、先に副議長信任動議に対し採決が行われた結果、賛成多数により信任動議が「可

決」されました。

　なお、これにより、八代市議会副議長金子昌平君に対する不信任決議案については「議決不要」となりま

した。

≪議員辞職勧告決議案≫
●金子昌平君に対する議員辞職勧告決議案について・・・中山諭扶哉議員他６名から提出
　11 月 22 日、金子議員に対し、議会の代表として、市民全体の奉仕者として、人格と倫理の向上に努め

なければならない立場でありながら、ケガを負わせていたことが明るみになり、市議会議員として市民の信

託を裏切るばかりでなく、本市議会の信用を大きく失墜させる行為を行ったとの理由から議員辞職勧告決議

案が提出され、12 月定例会初日（11 月 25 日）の本会議において、提出者から説明が行われ、質疑及び討

論の後、採決が行われた結果、賛成少数により「否決」されました。

●成松由紀夫君に対する議員辞職勧告決議案について・・・髙山正夫議員他６名から提出
　12 月 12 日、成松議員に対し、市議会議員として、市民全体の奉仕者として、人格と倫理の向上に努め

なければならない立場にありながら、政治倫理上の疑惑、議員としての品位を欠く行動により、市議会の信

頼を大きく失墜させたこと、これからも議員の責務である民主的な市政の発展に寄与することは望めないと

の理由から議員辞職勧告決議案が提出され、12 月定例会最終日（12 月 17 日）の本会議において、提出者

から説明が行われ、質疑及び討論の後、採決が行われた結果、賛成少数により「否決」されました。
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議案番号 議　　　　　案　　　　　名
議案第 122 号 令和５年度八代市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

議案第 123 号 令和５年度八代市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

議案第 124 号 令和５年度八代市介護保険特別会計歳入歳出決算

議案第 125 号 令和５年度八代市農業集落排水処理施設事業特別会計
歳入歳出決算

議案第 126 号 令和５年度八代市公共浄化槽等整備推進事業特別会計
歳入歳出決算

議案第 127 号 令和５年度八代市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳
出決算

議案第 128 号 令和５年度八代市診療所特別会計歳入歳出決算

議案第 129 号 令和５年度八代市久連子財産区特別会計歳入歳出決算

議案第 130 号 令和５年度八代市椎原財産区特別会計歳入歳出決算

議案第 133 号 令和６年度八代市一般会計補正予算・第 11 号

議案第 134 号 令和６年度八代市国民健康保険特別会計補正予算・第２号

議案第 135 号 令和６年度八代市介護保険特別会計補正予算・第２号

議案第 136 号 令和６年度八代市診療所特別会計補正予算・第１号

議案第 137 号 令和６年度八代市水道事業会計補正予算・第１号

議案第 138 号 令和６年度八代市簡易水道事業会計補正予算・第１号

議案第 139 号 令和６年度八代市下水道事業会計補正予算・第１号

議案第 140 号 専決処分の報告及びその承認について（令和６年度八
代市一般会計補正予算・第 10 号）

議案第 141 号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更
及び規約の一部変更について

議案第 142 号 財産の無償譲渡について（八代市シルバーワークプラ
ザ八代の建物等）

議案第 143 号 指定管理者の指定について（八代市泉地域福祉センター、八代市泉憩いの家、
八代市五家荘デイサービスセンター、八代市柿迫生きがいセンター）

議案第 144 号 指定管理者の指定について（八代市立図書館）

議案第 145 号 指定管理者の指定について（やつしろハーモニーホール）

議案第 146 号 指定管理者の指定について（八代市こいこい広場）

議案番号 議　　　　　案　　　　　名

議案第 147 号 指定管理者の指定について（八代市日奈久温泉セン
ター、東湯）

議案第 148 号 指定管理者の指定について（八代市広域交流地域振興
施設、八代市松中信彦スポーツミュージアム）

議案第 149 号 指定管理者の指定について（八代市日奈久観光交流施設）

議案第 150 号 指定管理者の指定について（八代市産地形成促進施設東陽交
流センター「せせらぎ」、八代市農林産物等直売施設「菜摘館」）

議案第 151 号 指定管理者の指定について（五家荘平家の里、緒方家、左座家、
五家荘渓流キャンプ場、五家荘自然塾、梅の木轟公園管理施設）

議案第 152 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

議案第 153 号 八代市犯罪被害者等支援条例の制定について

議案第 154 号 八代市衛生処理センター条例の廃止等について

議案第 155 号 八代市道路占用料に関する条例の一部改正について

議案第 156 号 シルバーワークプラザ八代条例の廃止について

議案第 157 号 令和６年度八代市一般会計補正予算・第１２号

議案第 158 号 令和６年度八代市国民健康保険特別会計補正予算・第３号

議案第 159 号 令和６年度八代市後期高齢者医療特別会計補正予算・第１号

議案第 160 号 令和６年度八代市介護保険特別会計補正予算・第３号

議案第 161 号 令和６年度八代市水道事業会計補正予算・第２号

議案第 162 号 令和６年度八代市下水道事業会計補正予算・第２号

議案第 163 号 契約の締結について（八代市衛生処理センター解体工事）

議案第 164 号 八代市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部改正に
ついて

議案第 165 号 八代市長等の給与に関する条例の一部改正について

議案第 166 号 八代市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正に
ついて

議案第 167 号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第 168 号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第 169 号 人権擁護委員候補者の推薦について

発議案第１号 八代市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改
正する条例案

令和６年12月定例会　採決結果
〔全会一致で可決・認定・承認した議案〕

議案番号 議　　案　　名
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議案第 121 号 令和５年度八代市一般会計歳入歳出決算 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × 認定

— 八代市議会副議長金子昌平君に対する不
信任決議案について 議決不要

— 副議長信任動議について − 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × 可決

— 金子昌平君に対する議員辞職勧告決議案
について − 除 × × × × × × × × × × × ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 否決

— 成松由紀夫君に対する議員辞職勧告決議
案について − × 除 × × × × × ○ × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 否決

 ○＝賛成　×＝反対　−＝議長及び欠席者　除＝除斥（規定により採決に加われない）　
村川 清則議員は議長のため採決には加わっておりません。
空欄については、採決の際退席されましたので、棄権の取扱いとみなします。

〔賛否が分かれた議案〕
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広報委員：金子昌平、橋本貴喜、木村博幸、
　　　　　谷口徹、友枝和也、堀口晃

　小樽市では、小樽市空き家対策・空
き地バンク制度を平成 21 年度に創設
され、空き家・空き地の有効活用によ
り、中心市街地の活性化や、住環境の
改善等を目的とし対策に取り組まれて
おり、今後の委員会活動に活かすもの
です。

　春日井市では、平成 12 年に甚大な
被害をもたらした、東海豪雨の発災直
後の詳細や、現在に至るまでの復旧・
復興の状況及び今後の治水・防災対策
等について調査を行うことにより、本
市の今後の治水対策の参考とするもの
です。

　旭川市では、川からのまちづくりを
基本コンセプトに、自然環境空間と都
市空間との一体化による市街地を形成
され、中心市街地のにぎわい創出を目
的に当該事業が推進されており、その
運営手法を参考とするものです。

　下呂市では、発災後、市民懇話会及
び関係団体からのヒアリング等を基
に、実効性のある避難対策等を検証さ
れ、災害時に適切な運用ができるよう
下呂市地域防災計画を改定されている
ことから、その手法を参考とするもの
です。

　石狩市では、2050 年カーボン
ニュートラルの実現に向け、脱炭素に
つながる新しい豊かな暮らしを創る国
民運動「デコ活宣言」の周知をされる
とともに、さまざまな補助等を実施さ
れており、その運営手法を参考とする
ものです。

　清須市では、平成 12 年東海豪雨に
より、浸水被害が発生し、河川水位上
昇による堤防の決壊、越水を防ぐため、
排水調整による対策をされ、また、水
害時の行動のガイドブックを作成され
ており、治水対策の参考とするもので
す。

10月 30日～ 11月１日

　令和 2年 7月豪雨に関する特別委員会は、令和 2年 7月豪雨に関する事項について調査を行っており、
下記事項について各市へ視察を実施しました。

　建設環境委員会は、都市計画・建設工事に関する事項、生活環境に関する事項について調査を行っており、
下記事項について各市へ視察を実施しました。

空き家対策について
　

豪雨災害からの復旧・復興
及び治水対策について

北彩都あさひかわ整備事
業について

令和 2年 7月豪雨災害か
らの復興について

ゼロカーボンシティの達成に
向けた石狩市の取組について

豪雨災害からの復旧・復興
及び治水対策について

委員会活動報告
■ 建設環境委員会

■ 令和２年７月豪雨に関する特別委員会

北海道小樽市

愛知県春日井市

北海道旭川市

岐阜県下呂市

北海道石狩市

愛知県清須市

行政視察の報告書は、八代市議会ホームページで
ご覧いただくことができます。
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11月 6日～ 8日

　市議会だよりは年４回発行しています。より良い
紙面とするため、ご意見をお聞かせください。
　QRを読み取り、回答をお願いします。

※議会事務局（市役所本庁６階）に
アンケート用紙を設置しています。

市議会だよりに対するアンケート実施中

　議会広報委員会では、市議会だよりのリニューア
ルに向けて協議・検討を重ねています。
皆さまからいただいた貴重な御意見も参考に、より
良い紙面づくりを目指しています。

市議会だよりをリニューアルします




